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包括支援センターだより
ふるさと歴史散歩
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西公民館から海岸線に出る。今日は素晴らしい散歩日和。松林を
抜けて、新川の河口橋を渡る。瀬戸の島山が意外と近くに見えた。
右前方には、伊予市の森の海岸から長浜方面まで見える。

よしあき

� 灘町海岸通りにある光明寺（加藤嘉明の弟・唯明が建て、彼の
墓がある）から宮内小三郎邸を経て、栄養寺へ向かう。この寺には
郡中灘町の繁栄を伝える壮大な山門と、この町の開拓者たちや、宮
けいざん すえ い てい ご ゆう りょうそん

内桂山・陶惟貞・武知五友・仲田蓼村たち文化人の墓もあり、郡
中商人の心意気・文化の高さを感じることができる。

ばんあんこう やすひろがわ

� 萬安港が天保６年（１８３５）安広川河口に完成し、さらに郡中港・
伊予港と拡張されるにしたがい、郡中の町は飛躍的に発展した。住吉神社をとりまく丘陵一帯には、多
くの記念碑・頌徳碑・句碑を見ることができる。
明治４２年（１９０９）伊藤博文が彩浜館を訪れているが、住吉神社の拝殿正面の社額「五色浜神社」「天

き ごう

神社」と�の湊神社中殿正面の社額「湊神社」は彼の揮毫である。彼の秘書官のものも見ることができ
る。
� 石造の旧灯台は心を癒すが、そこからはさっき歩いてきた松前からの海岸もよく見える。

１０月の歴史散歩は、休みます。 問い合わせ 松前史談会（鷲野）�９８４－５４３９

伊伊予予市市灘灘町町・・五五色色浜浜巡巡りり
（松前史談会レポート）
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住吉さんの拝殿掲額
伊藤博文揮毫
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